
 原材料、組成はそのままで、添加剤などを一切使用することなく、実用的な溶解性（粉ミルクと同
等、10秒間程度の撹拌で溶解）と輸送中の保形性という相反する性質を両立させることに技術的な高
い障壁があった。様々な検討の結果、粉ミルクを低い圧縮力で成形した後、得られた成形体の表面を
加湿および乾燥する製造法で、成形体表面付近の粉ミルク 
の一部が溶解して粒子同士の架橋を形成して保形性を高め、 
一方、成形体の内部は水の浸入路となる間隙を充分に確保 
して溶解性を高めることが可能となった。 
 
 
 
 
 
 
 

 出生数の低下などで国内の粉ミルクの生産量は減少の一途を辿っている。しかし、固形化粉ミルク
は従来からの缶入り粉製品と比較して重量換算で40%程度高い実勢価格にも関わらず、その利便性が
認められて普及が進んでおり、市場占有率は平成25年度で9.6％に至っている。 
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１ 業績の概要 

背景 

研究内容・成果 

普及状況 

２ 評価のポイント 

  粉ミルクは専用スプーンで所定量を計量して哺乳瓶に入れ、これに温水を加えて撹拌溶解して使用

されるが、使用者からはスプーンでの計量時の粉こぼれ、計量数の数え間違え、持ち運びなどの不便
さが指摘されていた。このような問題を解決し、育児のストレスを解消するためには粉ミルクを固形
化することが有効である。粉ミルクを固形化するアイデアは古くからあったが、実用化された例は世
界的にもなく、製造法と衛生的に大量生産できる製造設備の開発に取り組んだ。 

幅24mm、奥行31mm、
高さ12.5mm、 
１個で出来上がりの調乳液
40mL相当 
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拡大 

成形体の断面と表面、内部の電子顕微鏡写真 

粒子同士の架橋 

X300 

   固形化と溶解性を兼ね備えた固形化粉ミルクの大量製造方法の開発により、衛生的で利便性に優れ

た製品が商品化され、母親の就労や家族の子育て支援の一助になっていることを高く評価した。 
 

哺乳瓶に投入 温水を加える 10秒間程度撹拌 容量を合わせて 
完成 
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